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海外医療支援協会

・概要：日本渡航医学会の理事を中心に、2006年2月に設立。

非営利団体。

・主旨：「病気のある方が海外に渡航できるよう支援」

慢性疾患を持ちながら海外渡航を希望する人が、

現地で治療継続を必要とする場合、必要な医療機関

情報の提供、予約手配の手続き案内、または予約手

配・送迎・付添等を行う現地サービス会社の紹介を行

い、その渡航を支援。

ボランテイア活動であり、情報提供は全て無料。



海外医療支援協会

・活動：血液透析及び腹膜透析を行っている人々、または

在宅酸素療法を行っている人々への海外渡航の

情報提供と支援。

（英文診断書の作成支援、海外感染症情報提供）

・実績：過去10年間では400名を超える腎臓病による透析

患者さんの海外渡航のお手伝い、また50名近くの

在宅酸素療法の患者さんの海外渡航のお手伝い

を行った。

行き先としては東南アジアが多く、次いで北米、欧

州に多く渡航されている。



（1）現地手配を自分で行う場合

1）情報提供要請：目的地・期間を決め情報提供を要請

↓↓(当協会Web siteから)

2）情報提供（支援協会）：施設名とその連絡先等提供

及び手続をアドバイス

↓↓

3）海外施設に仮予約申し込み

↓↓

4）海外の施設から：仮予約確定通知及びメデイカル

レポート手配の指示

↓↓

5）海外の施設へ：メデイカルレポート送付。手続き完了

（日本の主治医によるメデイカルレポート準備）



（2）現地手配を代行業者に任せたい場合

1）情報要請：目的地・期間を決めてから業者情報提供要請

↓↓(当協会Web siteから)

2）情報提供（支援協会）：施設名とその連絡先等提供、

及び手続アドバイス

↓↓

3）会社に手配代行申し込み （代行会社の費用は有料）

↓↓

4）会社から：仮予約確定通知＆メデイカルレポート手配指示

↓↓

5）会社へ：メデイカルレポート送付。手続き完了。到着後送迎、

付添。（日本の主治医によるメデイカルレポート準備）











ご利用者の感想 / イタリア ミラノ /透析 ２０１１

病院名： FONDAZIONE IRCCS
CA‘ GRANDA 

場所は大聖堂から東南に歩いて15分位の場

所ですが、大学のキャンパスみたいで建物が
分かれており非常に分かり難いのでタクシー
で行く事がお勧め。この地番16番も受け付け

がなく、嗅覚を生かしてドアを開けてみたら透
析患者の待合みたいな所があり、そこで看護
師さん捕まえて片言の英語理解しかしてくれ
ないけど何とかお互いに理解してたどり着きま
した。一人の看護師さんがベッド３床受け持ち

でやってくれます。ベッドに体重計が付いてい
て最初に着ている物の体重はと聞かれてその
体重を減算した目標ＤＷ設置をしてくれます。
兎に角言葉が絶対的に不自由なので英語が
出来て６０％位の理解度ですので大変です。
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